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ＪＲ連合
　　総がかりの運動を
　　　強く広く
　　　　　展開しよう！
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10
月
10
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合
は

「
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
む
け
民

主
的
労
働
組
合
・
労
使
関
係
を

築
く
総
決
起
集
会
」
を
都
内
で

開
催
し
た
。
Ｊ
Ｒ
連
合
及
び
各

単
組
か
ら
総
勢
３
０
０
人
が
結

集
し
、
Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
の
た

め
に
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
一
元
化

を
実
現
し
、
真
に
自
由
に
し
て

民
主
的
な
労
働
組
合
と
、
健
全

で
建
設
的
な
労
使
関
係
を
構
築

す
べ
く
、
全
単
組
が
総
決
起
す

る
こ
と
を
確
認
し
た
。
当
日
は

Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議
員
懇
談
会
か

ら
、
会
長
の
榛
葉
賀
津
也
参
議

院
議
員
、
副
会
長
の
泉
健
太
衆

議
院
議
員
、
幹
事
の
岸
本
周
平

衆
議
院
議
員
と
大
串
博
志
衆
議

院
議
員
も
駆
け
付
け
た
。

　

冒
頭
、
挨
拶
に
立
っ
た
Ｊ
Ｒ

連
合
の
松
岡
裕
次
会
長
は
Ｊ
Ｒ

連
合
結
成
の
経
緯
に
は
じ
ま
り
、

第
３
代
会
長
が
発
し
た
民
主
化

闘
争
宣
言
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
を
振
り
返
り
「
未
だ
に
三
極

構
造
の
ま
ま
で
あ
り
、
多
く
の

未
加
入
者
が
い
る
現
在
で
は
四

極
構
造
と
も
い
え
る
状
況
」
と

語
っ
た
。
そ
の
上
で
、
「
あ
る

べ
き
労
働
組
合
像
・
労
使
関
係

像
を
掲
げ
、
民
主
化
闘
争
の
完

遂
に
む
け
て
Ｊ
Ｒ
連
合
が
先
頭

に
立
っ
て
奮
闘
す
る
」
と
力
強

く
決
意
を
示
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ｒ
連
合
国
会
議

員
懇
談
会
を
代
表
し
て
、
榛
葉

会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、
「
Ｊ
Ｒ

が
担
う
安
全
安
定
輸
送
に
は
①

人
の
力
、
②
技
術
の
力
、
③
健

全
な
労
使
関
係
の
３
つ
が
揃
わ

な
け
れ
ば
成
り
立
た
な
い
」
と

し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
さ
ら
な
る
活

動
の
展
開
に
対
し
て
エ
ー
ル
を

送
っ
た
。
続
い
て
、
立
憲
民
主

党
、
国
民
民
主
党
、
Ｊ
Ｒ
連
合

国
会
議
員
懇
メ
ン
バ
ー
、
与
党

議
員
な
ど
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、

Ｊ
Ｒ
連
合
と
し
て
の
取
り
組
み

を
紹
介
し
た
後
、
西
岡
研
介
氏

か
ら
激
励
を
受
け
た
。
西
岡
氏

は
「
新
た
な
局
面
を
迎
え
る
中
、

こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
ア
プ
ロ
ー

チ
も
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
、

革
マ
ル
派
の
常
套
手
段
で
あ
る

蛸
壺
戦
術
で
影
を
潜
め
る
な
ら

ば
、
「
蛸
壺
を
壊
し
て
タ
コ
を

引
っ
張
り
出
す
」
勢
い
で
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
檄

を
飛
ば
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
代
表
者
に
よ

る
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
後
、

集
会
ア
ピ
ー
ル
が
読
み
上
げ
ら

れ
、
満
場
の
拍
手
で
採
択
し
た
。

最
後
に
、
松
岡
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ
で
締
め
く
く
っ
た
。

　

な
お
、
翌
日
は
Ｊ
Ｒ
７
単
組

合
同
で
都
内
な
ど
の
Ｊ
Ｒ
職
場

前
に
お
い
て
、
ビ
ラ
配
布
行
動

を
実
施
し
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
す
べ
て
の
組
合

員
、
関
係
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、

Ｊ
Ｒ
産
業
の
発
展
に
む
け
民
主

的
労
働
組
合
・
労
使
関
係
を
築

く
べ
く
、
総
決
起
し
た
。
今
後
、

組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み

を
一
層
進
め
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の

一
元
化
を
実
現
し
て
い
く
。

　10月４日、ＪＲ連合加盟の貨物鉄産労・
九州地区本部が、先月に続いて、ＪＲ総連
・日貨労から脱退した九州保全センターの
仲間１人を新たに迎え入れた。同じ職場で
２ヶ月続けての貨物鉄産労への加入は、Ｊ
Ｒ東労組の組織瓦解を受け、ＪＲ総連傘下
組織である日貨労内が動揺していることを
物語るものだろう。

集　会　ア　ピ　ー　ル

　私たちは本日、「ＪＲ産業の発展にむけ民主的労働組合・労使関係を築く
総決起集会」を開催し、すべてのＪＲで、真に自由にして民主的な労働組合
と、健全で建設的な労使関係の構築にむけ、全単組が総決起することを意思
統一した。

　ＪＲ東日本内では今、労働界に大きな地殻変動が起きている。極左暴力集
団「革マル派」が相当浸透していると指摘されているＪＲ総連内の最大労組
・ＪＲ東労組では、２０１８春季生活闘争のスト戦術を端緒として組合員の
大量脱退が発生し、組織瓦解が急速に進んでいる。また、ＪＲ北海道やＪＲ
貨物においても、ＪＲ総連傘下の第一組合によって、組合員不在の異常な運
動が展開され続けており、そして歪な労使関係が深く根付き、「ＪＲ革マル
派浸透問題」は依然として解決には至っていない。

　そもそも労働組合とは、働く仲間と家族を幸せにするための組織であり、
組合員に寄り添った助け合いや世話役活動が原点である。仕事上の課題はも
とより、私生活上の悩みや相談にも真剣に向き合い、仲間が活き活きと働き、
豊かな人生を実現するために活動する組織である。
　またＪＲ産業は、多岐にわたる各系統・職種で働くすべての人が自らの職
責を果たすべく誠実に動き、連携をすることで成り立っている。従って、会
社内の組織間、系統間、職種間など、あらゆる上下関係・契約関係の中で
‘コミュニケーションエラー’ ‘情報の目詰まり’ が発生するのは常と言える。
会社組織の縦の指揮命令系統だけではすべてを把握できないのが現実であり、
様々な綻びが生じる危険性が潜んでいる。だからこそ、各職場で日々起きる
ことや、働く者が持つ課題認識および現状を改善する知恵を、感情も含めて
タイムリーに汲み取り、職場実態に即した建設的な提言・チェック機能を行
うのが労働組合の大事な役割なのである。
　なお、そうした役割は、会社と敵対するためのイデオロギーを優先するよ
うな組織ではなく、組合員と会社の将来を真剣に考える、真に自由にして民
主的な組織でなければ果たすことはできない。

　まともな労働組合がきちんと機能し、会社が誠実に応えるという関係こそ
が、働く者の想いや行動を繋ぎ合わせ、安全を基礎とする健全なＪＲの事業
の運営と持続的な発展、ひいては、国民・利用者から信頼される社会的役割
を果たすための基盤となる。こうした労働組合像・労使関係像こそが「ある
べき姿」であり、ＪＲ労使はその実現のために不断の努力を続けなければな
らない。私たちは1992年にＪＲ総連と決別してＪＲ連合を結成し、「あるべ
き労働組合像・労使関係像」を一貫して追求し続けてきた。そしてパートナー
であるＪＲ東海・西日本・四国・九州の各社との間で、この考え方を共有し
て誠実に向き合い、信頼関係を築きつつ歩んできた。

　「あるべき姿」を実現できていない労使においても、今こそが最大のチャ
ンスと捉え、真に自由にして民主的な労働組合の勢力を伸ばし、健全で活力
のある職場、会社、労使関係を築かねばならない。そのためにも、ＪＲ連合
への結集＝「ＪＲ労働界の一元化」を実現しようではないか。ＪＲ連合のす
べての組合員、関係者が一丸となって、ＪＲ産業の発展にむけ民主的労働組
合・労使関係を築くべく、決起することをここに明らかにする。

　２０１８年１０月１０日
日本鉄道労働組合連合会（ＪＲ連合）

「ＪＲ産業の発展にむけ民主的労働組合・労使関係を築く総決起集会」

西岡研介氏

九州地区本部でさらに１人加入
同じ職場で２ヶ月連続

勇気ある決断で貨物鉄産労へ

ＪＲ貨物会社の真のパートナーは
ＪＲ連合・貨物鉄産労である

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
か
ら
の
脱
退
者

数
は
、
９
月
初
旬
で
約
３
万
４

０
０
０
人
と
い
う
数
字
に
ま
で

膨
れ
あ
が
っ
た
。
本
集
会
で
講

演
し
た
西
岡
研
介
氏
に
よ
れ
ば
、

大
量
脱
退
に
至
っ
た
原
因
と
し

て
、
「
一
義
的
に
は
経
営
陣
の

判
断
」
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
流

れ
で
あ
る
も
の
の
、
「
本
質
的

に
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組
の
方
針
や
そ

の
運
動
内
容
に
嫌
気
が
差
し
た

の
で
は
な
い
か
」
と
し
て
い
る
。

　

一
方
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
お
い

て
は
、「
社
友
会（
社
員
会
）
」

が
各
職
場
で
結
成
さ
れ
た
が
、

脱
退
者
が
全
員
加
入
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
、
「
社

友
会
」
を
労
働
組
合
化
す
る
と

い
う
動
き
も
未
だ
見
ら
れ
な
い
。

さ
ら
に
、
乗
務
員
勤
務
制
度
・

会
に
信
頼
さ
れ
、
安
全
で
安
心

な
Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
り
上
げ
る
た

め
に
「
労
働
組
合
」
が
必
要
で

手
当
の
見
直
し
や
夏
季
手
当
交

渉
の
経
緯
な
ど
か
ら
、
労
働
組

合
の
存
在
感
は
薄
れ
つ
つ
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、

労
働
組
合
は
な
く
て
も
良
い
と

い
う
「
労
働
組
合
不
要
論
」
が

蔓
延
し
か
ね
な
い
。
こ
れ
は
Ｊ

Ｒ
東
日
本
に
留
ま
ら
ず
、
Ｊ
Ｒ

全
体
に
も
波
及
す
る
懸
念
す
ら

あ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
産
業
は
、
多
岐
に
わ
た

る
職
種
・
職
場
に
よ
っ
て
構
築

さ
れ
、
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協
力

会
社
と
と
も
に
成
り
立
っ
て
い

る
産
業
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な

中
で
、
会
社
組
織
の
縦
関
係
だ

け
で
な
く
、働
く
者
同
士
の
支

え
合
い
・
助
け
合
い
を
原
点
と

す
る
「
労
働
組
合
」
の
横
の
つ

な
が
り
は
不
可
欠
で
あ
り
、
社

あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。

そ
し
て
、
「
労

働
組
合
」
が
使

命
を
果
た
す
た

め
に
は
、
会
社

と
敵
対
す
る
た

め
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
を
優
先
す

る
組
織
で
は
な

く
、
組
合
員
に

寄
り
添
い
、
会

社
と
建
設
的
で

健
全
な
「
労
使

関
係
」
を
築
け

る
、
真
に
自
由

に
し
て
民
主
的

特　集特　集

榛葉賀津也会長

ＪＲ産業の発展にむけ民主的労働組合・労使関係を築く総決起集会
ＪＲ労働界一元化の実現に
ＪＲ連合加盟全単組が総決起

ＪＲ産業の発展にむけ民主的労働組合・労使関係を築く総決起集会
ＪＲ労働界一元化の実現に
ＪＲ連合加盟全単組が総決起

あ
る
べ
き
労
働
組
合
像
・

労
使
関
係
像
を
掲
げ
奮
闘
し
て
い
く

あ
る
べ
き
労
働
組
合
像
・

労
使
関
係
像
を
掲
げ
奮
闘
し
て
い
く

４極構造打破に向けた運動を要請する松岡会長

真
の「
民
主
化
闘
争
完
遂
」に
む
け
て

真
の「
民
主
化
闘
争
完
遂
」に
む
け
て

な
組
織
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
本
集
会
を
契

機
と
し
て
、
組
織
の
強
化
・
拡

大
に
弾
み
を
付
け
て
い
く
。
そ

し
て
、
Ｊ
Ｒ
労
働
界
の
Ｊ
Ｒ
連

合
へ
の
総
結
集
を
実
現
し
、
真

の
「
民
主
化
闘
争
完
遂
」
を
果

た
し
て
い
く
。

多くのマスコミから注目される中、ＪＲ産業の発展にむけて意
思統一を図るべく全国から大勢の仲間が結集し会場を埋めつく
した
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交運労協第34回定期総会

希望の持てる産業と
魅力ある働き方を
確立しよう

第 580号（２）

バス産業で働く者としての誇りについて語
る西原代表幹事

ことでんバスの安全への取り組みを学び、バス産業
の共通課題について意見交換を行う

発言する北村労働政策部長

ジェイアール西日本広島メンテック労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ西日本連合）

　

ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
西
日
本
広
島
メ
ン

テ
ッ
ク
労
働
組
合
は
、
組
合
員
の
雇

用
を
守
り
、
よ
り
安
心
・
安
定
し
た

生
活
が
出
来
る
よ
う
に
賃
金
を
は
じ

め
と
す
る
処
遇
の
改
善
や
安
全
に
業

務
が
行
え
る
よ
う
に
職
場
環
境
の
改

善
を
図
る
た
め
１
９
９
６
年
７
月
１

日
に
結
成
し
ま
し
た
。

　

現
在
、
執
行
部
は
12
人
で
構
成
し

て
い
ま
す
。
今
年
の
定
期
大
会
で
は
、

女
性
の
副
執
行
委
員
長
を
選
任
し
、

労
働
組
合
に
お
い
て
も
女
性
が
活
躍

で
き
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
グ
ル
ー
プ
会
社
で

あ
る
当
社
は
Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島
支
社

の
エ
リ
ア
で
、
車
両
事
業
・
駅
事
業
・

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事
業
の
３
つ
の

事
業
を
営
ん
で
い
ま
す
。

　

ひ
と
昔
前
は
Ｊ
Ｒ
か
ら
の
出
向
者

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

大会での団結ガンバロウ

や
Ｏ
Ｂ
の
み
な
さ
ん
を
人
材
と
し
て

頼
る
部
分
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
Ｏ
Ｂ
の
採
用
も
少
な
い
中
で
、
技

術
の
継
承
や
プ
ロ
パ
ー
社
員
の
育
成

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
・
労
働
人
口

の
減
少
が
加
速
す
る
中
、労

働
力
確
保
は
困
難
を
極
め

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
組
合
員
の
皆
さ

ん
に
信
頼
さ
れ
る
組
織
を

目
指
し
、「
広
島
メ
ン
テ
ッ

ク
に
入
社
し
て
良
か
っ

た
」
「
定
年
ま
で
働
き

た
い
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
執
行
部
一
丸
と
な
り

特
に
先
の
課
題
に
対
し
て

労
使
で
真
剣
に
議
論
し
、解

決
に
向
け
取
り
組
ん
で
い

自
動
車
連
絡
会
第
26
回
総
会

魅
力
あ
る
バ
ス
産
業
の

構
築
に
む
け
意
思
統
一

九
州
地
協
第
27
回
定
期
委
員
会

九
州
の
地
で
も
組
織
拡
大
に
取
り
組
む

浮
き
彫
り
に
さ
れ
た

自
然
災
害
に
対
す
る
課
題
を
訴
え
る

　
Ｊ
Ｒ
連
合
九
州
地
方
協
議
会

（
九
州
地
協
）
は
、
９
月
22
日
、

福
岡
市
内
で
第
27
回
定
期
委
員

会
を
開
催
し
た
。
「
安
全
最
優

先
の
取
り
組
み
の
深
度
化
、
政

策
課
題
の
解
決
・
前
進
を
図
り

民
主
化
闘
争
の
完
遂
・
Ｊ
Ｒ
労

働
界
の
一
元
化
に
む
け
て
、
Ｊ

Ｒ
連
合
総
が
か
り
の
運
動
を
強

く
広
く
展
開
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
掲
げ
、
国
民
、
利
用
者

の
期
待
に
応
え
、
社
会
や
経
済

の
さ
ら
な
る
発
展
に
貢
献
し
続

け
る
Ｊ
Ｒ
産
業
を
創
り
出
す
べ

最
重
要
テ
ー
マ
で
あ
る
「
Ｊ
Ｒ

関
係
労
働
者
の
死
亡
事
故
・
重

大
労
災
ゼ
ロ
」
に
む
け
た
取
り

組
み
を
要
請
し
た
。
ま
た
、
九

州
に
も
及
ん
だ
西
日
本
豪
雨
に

よ
る
鉄
道
被
災
に
つ
い
て
は
、

鉄
道
に
よ
る
人
流
・
物
流
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
寸
断
が
社
会
・
経

済
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
と

し
、
自
然
災
害
に
対
す
る
取
り

組
み
を
関
係
議
員
な
ど
と
連
携

し
て
展
開
し
て
い
く
と
述
べ
た
。

そ
し
て
、
民
主
化
闘
争
の
完
遂

に
む
け
て
、
Ｊ
Ｒ
連
合
、
当
該

単
組
、
支
援
単
組
が
三
位
一
体

と
な
っ
た
運
動
を
全
力
で
展
開

し
、
と
り
わ
け
九
州
地
協
加
盟

で
あ
る
貨
物
鉄
産
労
の
組
織
拡
大

に
奮
闘
し
てい
く
決
意
を
語
っ
た
。

　

委
員
会
に
は
、
総
勢
60
人
が

参
集
し
、
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
河

村
滋
喜
事
務
局
長
が
出
席
し
、

連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　

活
動
方
針
を
満
場
一
致
で
決

定
し
、
役
員
改
選
で
は
、
副
議

長
に
米
村
弘
隆
氏
（
Ｊ
Ｒ
西
労

組
福
岡
地
本
執
行
委
員
長
）
、

常
任
委
員
に
濱
口
敦
史
氏
（
Ｊ

Ｒ
九
州
バ
ス
労
組
書
記
長
）
を

新
た
に
選
出
。
中
原
議
長
の
団

結
ガ
ン
バ
ロ
ウ
で
閉
会
し
た
。

く
運
動
を
展
開
し

て
い
く
決
意
を
固

め
合
っ
た
。

　

冒
頭
、
九
州
地

協
を
代
表
し
て
挨

拶
に
立
っ
た
中
原

博
徳
議
長
（
Ｊ
Ｒ

九
州
労
組
中
央
執

行
委
員
長
）
は
、

続
発
す
る
死
亡
労

災
事
故
に
触
れ
、

　
Ｊ
Ｒ
連
合
が
構
成
組
織
と
し

て
加
盟
す
る
全
日
本
交
通
運
輸

産
業
労
働
組
合
協
議
会
（
交
運

労
協
）
は
、
10
月
４
日
、
都
内

で
第
34
回
定
期
総
会
を
開
催
し

た
。
総
会
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
、

Ｊ
Ｒ
Ｅ
ユ
ニ
オ
ン
・
Ｊ
Ｒ
東
海

ユ
ニ
オ
ン
の
仲
間
と
と
も
に
代

議
員
・
傍
聴
含
め
総
勢
15
人
が

出
席
し
た
。
「
交
運
労
協
の
総

力
を
結
集
し
、希
望
の
持
て
る

産
業
と
魅
力
あ
る
働
き
方
を
確

立
し
よ
う
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
、
向
こ
う
１
年
間
の
方
針

を
全
体
で
確
認
し
た
。

　

冒
頭
、
執
行
部
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
住
野
敏
彦
議
長

（
私
鉄
総
連
）
は
、
大
規
模
地

震
、集
中
豪
雨
、
大
型
台
風
に

よ
る
自
然
災
害
に
触
れ
、
多
く

の
人
命
が
奪
わ
れ
た
こ
と
へ
の

ご
冥
福
と
、
未
だ
生
活
の
再
建

に
む
け
て
尽
力
す
る
地
域
に
対

し
て
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復

興
を
願
っ
た
。
一
方
、
交
通
運

輸
産
業
に
お
い
て
も
多
く
の
被

害
を
受
け
た
こ
と
か
ら
、
一
層

の
温
暖
化
対
策
と
と
も
に
、
道

路
・
河
川
と
い
っ
た
社
会
資
本

と
同
じ
よ
う
に
、
人
流
・
物
流

を
支
え
る
公
共
イ
ン
フ
ラ
と
し

て
の
支
援
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

さ
ら
に
は
、
深
刻
な
課
題
と
な
っ

て
い
る
人
手
不
足
に
つ
い
て
は
、

安
心
し
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
と
し

て
、労
働
基
準
法
改
正
に
際
し

て
附
帯
決
議
さ
れ
た
内
容
、
と

り
わ
け
、
自
動
車
運
転
業
務
に

従
事
す
る
者
の
労
働
条
件
に
深

く
関
わ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
改
善

基
準
告
示
」
の
見
直
し
に
つ
い

て
、
交
運
労
協
と
し
て
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を

述
べ
た
。

　

ま
た
、
総
会
に
は
連
合
の
逢

見
直
人
会
長
代
行
を
は
じ
め
、

厚
生
労
働
省
や
国
土
交
通
省
の

中
央
省
庁
、
立
憲
民
主
党
、
国

民
民
主
党
等
の
政
党
代
表
、
交

運
労
協
政
策
推
進
議
員
懇
な
ど

か
ら
多
く
の
来
賓
が
出
席
、
祝

辞
と
連
帯
の
挨
拶
を
行
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は
、

10
月
２
日
、
高
松
市
内
に
て
、

第
26
回
総
会
を
開
催
し
た
。
全

国
か
ら
代
議
員
・
傍
聴
者
総
勢

24
人
が
参
加
し
た
。

　

冒
頭
、
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連

絡
会
の
西
原
一
英
代
表
幹
事

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
西
バ
ス
地
本
執

行
委
員
長
）
は
挨
拶
に
立
ち
、

西
日
本
豪
雨
を
は
じ
め
、
相
次

い
で
発
生
す
る
自
然
災
害
に
つ

い
て
触
れ
、
あ
ら
た
め
て
公
共

交
通
と
し
て
の
役
割
・
使
命
を

果
た
し
て
い
く
決
意
を
示
し
た
。

ま
た
、
産
別
活
動
と
し
て
、
①

政
策
・
制
度
要
求
、
②
単
組
間

「
改
善
基
準
告
示
」
の
見
直
し

に
よ
っ
て
、
バ
ス
産
業
の
労
働

の
意
見
交
換
、

③
組
織
課
題
解

決
・
民
主
化
闘

争
が
重
要
課
題

で
あ
る
と
述
べ

た
。
と
り
わ
け
、

政
策
・
制
度
要

求
に
つ
い
て
、

労
基
法
改
正
に

お
け
る
附
帯
決

議
で
示
さ
れ
た

条
件
・
労
働
環
境
の
改
善
に
つ

な
げ
、
産
業
の
適
正
化
を
進
め

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

語
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら
は
、
河
村
滋

喜
事
務
局
長
、
中
山
耕
介
組
織
・

政
治
部
長
、
中
村
鉄
平
交
通
政

策
部
長
が
参
加
し
、
議
論
に
加

わ
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
活
動
経
過
及
び

バ
ス
産
業
を
取
り
巻
く
情
勢
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
後
、
議

題
と
し
て
、
安
全
・
制
度
・
政

策
・
組
織
な
ど
に
つ
い
て
、
意

見
交
換
し
た
。
と
り
わ
け
、

「
改
善
基
準
告
示
」
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
、「
働
き
方
改
革
」

の
観
点
を
盛
り
込
む
こ
と
は
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
先
ず
は
安
全

確
保
の
た
め
に
も
現
行
基
準
の

遵
守
を
徹
底
す
べ
き
と
し
た
。

ま
た
、
第
５
回
目
と
な
る
「
賃

金
・
労
働
条
件
等
実
態
調
査
」

の
回
収
率
向
上
に
つ
い
て
も
議

論
し
た
。

　

総
会
後
、
研
修
会
を
開
催
し
、

「
バ
ス
事
業
の
働
き
方
改
革
の

実
現
」
に
つ
い
て
、
国
土
交
通

省
自
動
車
局
総
務
課
企
画
室
の

谷
口
礼
史
室
長
か
ら
講
演
を
い

た
だ
い
た
。
現
在
進
め
ら
れ
て

い
る
「
政
府
行
動
計
画
」
に
お

け
る
職
業
運
転
者
の
働
き
方
改

革
と
安
全
・
安
心
・
安
定
を
め

ざ
し
た
取
り
組
み
が
説
明
さ
れ

た
。
さ
ら
に
は
、
「
ホ
ワ
イ
ト

経
営
の
見
え
る
化
」
に
つ
い
て

は
、
検
討
会
が
立
ち
上
げ
ら
れ

て
お
り
、
来
年
度
の
運
用
開
始

へ
の
進
捗
状
況
な
ど
が
明
ら
か

に
さ
れ
た
。

　

翌
日
は
私
鉄
総
連
加
盟
の
高

松
琴
平
電
鉄
労
働
組
合
の
協
力

の
も
と
、
こ
と
で
ん
・
仏
生
山

駅
の
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ

た
駅
前
広
場
整
備
を
視
察
し
た

後
、
こ
と
で
ん
バ
ス
・
高
松
営

業
所
を
訪
問
し
、
当
直
業
務
や

点
呼
状
況
な
ど
を
視
察
し
た
。

最
後
に
は
、
会
社
及
び
労
組
を

交
え
て
、
意
見
交
換
会
を
開
催

し
、
共
通
す
る
課
題
等
に
つ
い

て
情
報
交
換
し
合
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
自
動
車
連
絡
会
は

各
単
組
か
ら
の
継
続
的
な
実
態

把
握
に
努
め
、
抽
出
さ
れ
た
諸

課
題
を
解
決
す
べ
く
、
交
運
労

協
と
連
携
し
な
が
ら
、
国
土
交

通
省
を
は
じ
め
各
方
面
へ
の
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

　

活
動
報
告
等
の
後
、
提
起
さ

れ
た
活
動
方
針
を
補
強
す
る
立

場
か
ら
、
Ｊ
Ｒ
連
合
を
代
表
し

て
北
村
公
次
労
働
政
策
部
長
が
、

大
規
模
自
然
災
害
へ
の
対
応
と

し
て
、
早
期
復
旧
支
援
拡
充
、

防
災
・
減
災
対
策
強
化
と
い
っ

た
従
前
か
ら
の
政
策
提
言
に
加

え
、
被
災
し
た
鉄
道
設
備
の
早

期
復
旧
に
む
け
た
す
べ
て
の
関

係
者
と
の
連
携
・
協
働
の
必
要

性
、
人
流
・
物
流
に
お
け
る
代

替
輸
送
に
か
か
る
課
題
な
ど
に

つ
い
て
、
発
言
を
行
っ
た
。
と

り
わ
け
、国
・
事
業
者
な
ど
が

参
画
し
た
連
絡
調
整
会
議
に
よ

る
復
旧
時
期
の
前
倒
し
の
成
果

の
一
方
で
、地
域
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
重
機
を
使
え
な
い
状
況

に
な
り
、
酷
暑
の
な
か
手
作
業

で
の
対
応
を
余
儀
な
く
さ
れ
た

事
例
を
説
明
し
、
交
通
政
策
基

本
法
の
基
本
理
念
を
浸
透
さ
せ

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

た
。

　

各
代
議
員
の
発
言
に
対
す
る

執
行
部
答
弁
を
経
て
、
２
０
１

９
年
度
活

動
方
針
を

決
定
し
、

住
野
議
長

の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ウ

で
閉
会
し

た
。

向こう１年間の活動展開に奮起を促す中原
議長

き
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
Ｊ
Ｒ
連
合
の
仲
間
の

皆
さ
ん
か
ら
、
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。


